
言言

10年 口
以

No､嗣３

両端呻7
　勧賄

　夏が過ぎ、いよいよスポーツの秋到来です。

体を動かすには最適の季節となり、学校や地域では、

運動会やスポーツ大会が盛んに行われています。

みなさんも健康・体力づくりにさわやかな汗を流し

てみてはいかがでしょうか。
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介護保険は

2000年４月からスタート
(平成12年)

－
－
－
‐
－
‐
－
－
－

介
崖
保
険
…
は
目
‐

－

老
後
　

皆
で
支
え
　

　
わ
が
国
で
は
急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
介
護
の
問
題
が
老
後
の
最
大
の
不

安
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
残
さ
れ
た
能
力
を
活
か
し
て
、
で
き
る
限
り

自
立
し
、
尊
厳
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
国
民
共
通
の
願

い
で
す
が
、
現
実
に
は
家
族
だ
け
で
介
護
を
行
な
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重

し
か
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
創
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
制
度
の
運
営
王
体
（
保
険
者
）
は
、

町
で
す
。
国
や
県
は
、
財
政
や
事
務
な

ど
の
面
か
ら
町
を
支
援
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
制
度
を
支
え
る
財
源
の
割
合

は
、
公
費
が
5
0
％
（
国
が
2
5
％
、
県
が

バ
ー
％
ヽ
町
匹
が
）
加
入
者
か
ら
の
保

Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ

陸
将
が
5
0
％
で
す
。

-

　
一
一
１
１
１
一
歳
以
上
の
方
（
第
一
号
披
保
険
言

と
、
4
0
歳
以
上
6
5
膜
未
満
の
医
療
保
険

（
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
）

に
加
入
し
て
い
る
方
（
第
二
号
被
保
険

言
が
介
護
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

●
第
一
号
被
保
険
者
（
6
5
歳
以
上
の
方
）

　
寝
た
き
り
、
痴
ほ
う
な
ど
で
常
に

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
（
要
介
護

状
態
）
　
に
な
っ
た
と
き
や
、
常
に
介

塁打前回|朧と管－ピス⑩幄囲方箆

介護サービス計画

　市町村などの役員などが訪問レ
（

食事や入浴などの日常の生活　

）

　動作を調査しﾓす

介護サービス

(在宅・施設)
介護が必要な高齢者

認　定

介護認定審査会かかりつけの医師の意見書

(保健･医療･福祉の学識経験者による判定)

　　　訪問調査の結果と、

かかりつけ医の意見書に基づき、

要介護状態・要支援状態か否か、

　及びその程度を判定します。

市町村などの役員などが訪問し

食事や入浴などの日常の生活

動作を調査します

ぐ岬
訪問調査

町の窓口に申請する

２



護
を
必
要
と
し
な
い
が
、
家
事
や
身

じ
た
く
な
ど
日
常
生
活
に
支
援
が
必

要
な
状
態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ

た
と
き
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
第
二
号
被
保
険
者

　
　
　
　
　
（
匍
歳
～
6
4
歳
ま
で
の
方
）

　
初
老
期
痴
ほ
う
な
ど
国
が
指
定
す
る

老
化
に
と
も
な
う
病
気
に
よ
っ
て
、
介

護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、

利
用
者
は
か
か
っ
た
費
用
の
一
割
を
負

担
し
ま
す
。
残
り
の
９
割
は
、
保
険
料

と
公
費
（
国
2
5
％
ヽ
肌
が
ヽ
吼
が
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ

で
負
担
し
ま
す
。

　
な
お
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
、
食
事
に
つ
い
て
は
医
療
保
険
と

同
じ
よ
う
に
利
用
者
負
担
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
一
割
負
担
が
高
額
に
な
る
と

き
は
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
慰
蔵
以
上
の
方
（
第
一
号
披
保
険
煮

　
年
金
か
ら
保
険
料
の
天
引
が
原
則
。

そ
れ
以
外
の
方
は
、
町
か
ら
納
入
通
知

が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
町
の
窓
口
な

ど
で
個
別
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
匍
～
堅
蔵
の
方
（
第
二
号
被
保
険
煮

　
現
在
支
払
っ
て
い
る
医
療
保
険
料
と

一
括
し
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

※
健
康
保
険
・
船
員
保
険
・
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
医

療
保
険
の
保
険
料
と
い
っ
し
ょ
に

給
料
か
ら
天
引
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
料
と
合

わ
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
訪
問
介
護

呆
Ｉ
ム
ヘ
ル
プ
）
や
訪
問
入
浴
な
ど

自
宅
言
｛
ヱ
け
る
「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」
と

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
し

て
受
け
る
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
の
２
通

り
が
あ
り
ま
す
。

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
了
不
Ｉ
ジ
ャ
士

と
そ
の
内
容
等
を
相
談
し
な
が
ら
作
成

す
る
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
に
洽
っ

て
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
居
住
す
る
町
に
要
介
護
認

定
の
申
請
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
町
で
は
、
こ
の
申
請
を
受
け
る
と
申

請
者
の
状
況
な
ど
を
訪
問
調
査
し
、
そ

の
結
果
や
、
か
か
り
つ
け
医
師
の
意
見

書
を
も
と
に
「
介
護
認
定
審
査
会
」
に
お

い
て
介
護
の
必
要
性
等
を
認
定
し
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
の
申
請
受
付
は
平
成
Ｈ

年
1
0
月
ご
ろ
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
。

介護保険についでのお問い合わせは…

町民生部福祉課高齢福祉係

　　　　　　　　　　　�82- 1 2 3 4

　　　(11月２日以降は�８１ -１ ８ ３ ０ )

※
続
き
は
‥
目
・
１
２
月
居
に
掲
載
し
ま
す
。

一

３

吝
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関

さまざまな

サービスに

形を変えて、

介護の必要

な人へ。

　
Ｌ
　
Ｉ
　
Ｌ
　
Ｌ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｌ
　
Ｉ
　
Ｌ

ぐ
　
　
ぐ
　
　
ぐ
　
　
ぐ
　
　
皿
ぐ
　
　
ぐ
　
　
皿
ぐ
　
　
ぐ
　
　
ぐ
　
　
ぐ

　
白
ノ
り
・
白
土
＝
ノ
‥
］
ノ
＝
ノ
リ
ノ
＝
・
白
土
＝

集
め
た
・
お
翁
は
ど
こ
に
朽
く
？



い

心

学校開放コミュニティスクール

　　「パーソナルコンピュータ入門」のようす（壬生小学校・パソコン教室にて）

「
だ
れ
で
も
　
い
つ
で
も
　
楽
し
く
学
ぶ
」
を
め
ざ
し
て
、

町
が
本
格
的
な
生
涯
学
習
に
取
り
組
み
は
じ
め
て
か
ら
、
五
年

目
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
町
の
生
涯
学
習
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
と
は
、
「
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
精
神
的
充
実
を
め
ざ
し
、
人
々

が
自
ら
の
生
活
に
生
き
が
い
を
創
造
し
て
い
く
営
み
」
（
み
ぶ
の
ま
な
び
プ
ラ

ン
）
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
営
み
が
翰
に
な
っ
て
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

形
成
し
、
そ
れ
が
住
み
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
町
づ
く
り
へ
発
展
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
は
、
学
齢
期
の
人
た
ち
が
学
校
だ
け
で
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
涯
を
通
じ
て
、
社
会
の
変
化
へ
の
適
応
や
、
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
の

創
造
の
た
め
に
、
だ
れ
も
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
町
（
行
政
）
は
、
組
織
的
に
学
習
機
会
の
提
供
を
行
っ
て
、
そ
の
多
様
な

ニ
ー
ー
ズ
（
需
要
）
に
で
き
る
限
り
応
え
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

４



○中央公民館、稲葉地区公民館、

北公民館、生涯学習館、図書館、

陽が丘ふれあい広場

南犬飼地区公民館、

歴史民俗資料館、嘉

　＊西鶴の世界、栃木県の歴史と民芸、押し花教室、

開花学級、英会話教室、ピアノ教室、料理教室、

クラシックバレエ教室、コーラスの部屋、端唄・

小唄・民謡舞踊教室、さくら学級、ダンス教室、

気を使った健康法教室、木目込人形教室、書道教

室、歌舞伎鑑賞教室、気功と太極拳、そろばん教

室、女性セミナー、かな書道教室、ライフデザイ

ンセミナー、パーソナルコンピュータ入門、絵手

紙教室、親業訓練講座、３歳児と親のふれあいセ

ミナー、おしゃれなミニガーデン、男のエプロン亭。

リズムとともだち楽しく遊ぼう、愛情いっぱいクッ

キングスクール、「文化としての中国」を探ろう、

みぶおもしろ発見塾、民話を聞くつどい、みぶ女・

男セミナー、軸装教室、古文書教室、ナイター体

験教室､親子ふれあい教室の他､特別展、企画展等。

５

「健康講演会」のようす

　町の施設では、講座や教室、相談、

企画展など様々な学習機会を提供して

おります。

　これらは、実施主管課、施設、対象

者は違っても、より高い自己実現と生

活の向上を願って開設しております。

　11月は、「生涯学習推進月間」です。

ここに今年度の講座・教室等を掲げて

みましたが、これを機会に参加しては

いかがでしょうか。

（問い合わせは、各施設へ）

児童館での「なつまつリ」のようす

○総合運動場

　＊グラウンドゴルフ・テニス・エアロビクス・太極拳・ソフトバ

　　レーボール・ラージボール卓球教室などの他各種大会。

○保健福祉センター

　＊健康・栄養相談、バランス栄養・ヘルシー運動教室、赤ちや

　　ん・母親・両親学級、育児相談室、１歳児相談、歯の健康教

　　室、糖尿病予防・がん予防・高脂血症予防・骨粗諧症予防教

　　室、手話講習会、点訳・音訳奉仕員養成講座など。

○児　童　館

　＊なかよしルーム、親子クッキング教室、陶芸教室、サイエンス

　　スクール、紙粘土教室など。

○おもちや博物館

　＊手作りおもちや・折り紙教室、映画会、ひなまつりメルヘンコ

　　ンサートの他、企画展等。

○勤労青少年ホーム

　＊華道､ゴルフ、フラワーデザイン､料理､着付とマナー、ペン習

　　字、書道、テニス、英会話、茶道､エアロビクスなど。

○農村婦人の家

　＊味噌作り、地域特産物を生かした商品の製造など、農村女性を

　　中心とした事業。



　　
　
朧
遜
事
靉
題
鴎
止
Ｌ
Ｖ
　
　
づ

　
　
　
朧
圭
罷
侠
遜
榴
圭
謡
扇
境
題

　
昨
年
の
、
栃
木
県
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
１
万
４
。
０
１
３
件
、
負
傷
者
数
は
１
万
７
。

６
７
７
人
、
死
者
数
は
2
2
3
人
で
し
た
。
当
町
に
お
い
て
も
、
本
年
、
こ
れ
ま
で
に
２
名
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
悲
惨
な
交
通
事
故
の
抑
止
に
つ
と
め
、
町
民
万
人
ひ
と
り
が
人
命
尊
重
を
理
念
と

し
て
、
交
通
安
全
に
対
す
る
マ
ナ
ー
を
高
め
、
交
通
事
故
の
な
い
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
壬
生
町
総
合
安
全
会
、
栃
木
警
察
署

主
催
の
、
第
2
3
回
壬
生
町
交
通
安
全

町
民
大
会
が
９
月
1
8
日
、
約
5
0
0
名
が

参
加
し
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
交
通
安
全
功
労
者
の
表
彰
、
小
・
中

学
生
の
交
通
安
全
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
人

選
者
の
表
彰
の
あ
と
、
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
館
野
仁
美
さ
ん
（
羽
生
田
小
４

年
）
と
、
稲
毛
田
美
歩
さ
ん
（
南
犬
飼

中
１
年
）
の
作
文
２
編
が
壇
上
で
発
表

さ
れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

ま
し
た
（
８
・
９
ぺ
九
ン
で
紹
介
）
。

ま
た
、
日
ご
ろ
交
通
安
全
に
尽
力
さ
れ
、

立
哨
指
導
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
交
通
指
導
員
や
警
察
官
の
方
々
へ
、

児
童
よ
り
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の

実
践
を
誓
う
大
会
宣
言
が
、
町
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
人
見
イ
ハ
会
長
に

よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
全
員
一
致
で
採

択
、
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

‐

呉
牛
恍
こ
力
弓
谷
足
ｊ

‐
1
‐
‐
/

l
y
1
1
1
‐
y
2
＝
‾
1
1
‐
/

‐
‐
Ｉ
ヘ
～
　
ｌ
ｃ
～
、
－
－
ｙ
－
－
ヘ
ー
　
ｌ
ｙ
ｌ
ｆ
．
―
ｌ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
開
白

鮎
田
敏
彦
、
栃
木
　
功
、
小
林
優
子
、

出
井
合
一
、
神
長
秀
文
、
赤
羽
根
　
力
、

岩
田
幸
治
、
鴇
田
卓
哉
、
福
島
三
四
郎
、

早
乙
女
　
毅
（
以
上
町
交
通
安
全
協
会
）

星
野
陽
子
、
大
橋
ヒ
デ
、
大
島
美
智
子
、

甫
坂
ト
ヨ
子
、
柏
崎
美
代
子
、
鈴
木
文

代
、
出
芽
貞
子
、
桧
山
せ
つ
子
、
青
木

紀
伊
、
海
老
沼
久
子
、
荒
川
チ
エ
、
北

條
廣
子
、
野
代
さ
ち
子
、
神
長
寿
子
、

神
水
久
枝
、
早
乙
女
洋
子
、
渡
漫
美
恵

子
、
高
山
朝
子
、
安
達
喜
久
江
、
中
川

セ
ツ
子
、
大
垣
扶
美
恵
、
菅
野
フ
サ
、

岩
間
つ
や
子
（
以
上
野
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
ク
ラ
ブ
）
、
鈴
木
喜
代
、
大
斑
条

子
、
木
村
シ
ズ
湖
水
キ
ミ
、
清
水
フ
サ
子
、

　
坂
田
キ
ヨ
（
以
上
交
通
安
全
母
の
会
）

（
圖
開
口

　
（
内
助
の
功
）

　
大
場
シ
ゲ

　
［
大
場
和
男
氏
（
交
通
指
導
員
と
し
て

　
1
0
年
勤
続
）
令
夫
人
一

　
（
交
通
指
導
員
退
職
者
・
役
員
退
任
煮

　
古
田
サ
ク
江
、
横
塚
敬
一
、
市
川
太
一
、

　
戸
崎
　
恨
、
川
添
　
守
、
清
田
一
男
、

　
菊
地
文
雄
、
鈴
木
全
夫

　
（
交
通
指
導
員
）

　
芭
停
　
操

（
円
川
口

●
最
優
秀
賞

藤
田
　
梓
（
安
塚
小
１
年
）
、
鈴
木
由

香
晏
塚
小
２
年
）
、
奥
村
哲
平
（
睦

小
３
言
、
黒
渾
雄
介
（
睦
小
４
言
、

篠
原
幸
恵
（
羽
生
田
小
５
年
）
、
石
田

憲
二
郎
（
睦
小
６
年
）
、
上
田
泰
洋

（
南
天
肩
巾
１
年
）
、
萱
沼
雄
大
（
壬
生

巾
２
年
）
、
中
村
数
美
（
南
犬
飼
巾
３

言●
優
秀
賞

野
口
勇
人
（
壬
生
来
小
１
年
）
、
鈴
木

雅
史
（
羽
生
田
小
１
年
）
、
井
手
春
香

（
睦
小
１
年
）
、
荒
川
敦
史
（
壬
生
小
２

年
）
、
小
平
友
里
恵
（
壬
生
来
小
２
年
）
、

清
水
力
也
（
羽
生
田
小
２
年
）
、
生
沼

右
記
（
壬
生
小
３
年
）
、
蓮
沼
光
親

玉
生
北
小
３
年
）
、
加
藤
駿
六
百
塚

小
３
年
）
、
鰹
沼
貴
紀
（
藤
井
小
４
年
）
、

高
久
　
淳
（
稲
葉
小
４
年
）
田
島
由
貴

（
安
塚
小
４
年
）
ヽ
石
村
友
乃
（
壬
生
束
　
６

小
５
年
）
、
神
水
淳
美
（
稲
葉
小
５
年
）
、

飯
塚
江
里
（
壬
生
北
小
５
年
）
、
小
川

真
司
（
壬
生
小
６
年
）
、
荒
川
真
奈
美

（
壬
生
束
小
６
年
）
篠
原
明
日
香
（
羽

生
田
小
６
年
）
、
神
長
由
佳
子
（
壬
生

中
１
年
）
、
飯
田
香
織
（
南
犬
飼
中
１

年
）
、
水
圧
明
音
（
南
犬
飼
中
１
年
）
、

狸
沼
　
優
（
壬
生
中
２
年
）
、
栄
松
真

弓
（
南
犬
飼
中
２
年
）
、
阿
部
恵
一

（
南
犬
飼
中
２
年
）
小
川
弥
香
（
南
犬

飼
中
２
年
）
、
粂
川
飛
鳥
（
南
犬
飼
中

３
年
）
、
鰹
沼
香
織
（
南
犬
飼
中
３
年
）

（
円
�
）

●
最
優
秀
賞

館
野
仁
美
（
羽
生
田
小
４
年
）
、
稲
毛

田
美
歩
（
南
犬
飼
中
１
年
）

●
優
秀
賞

熊
倉
　
瞳
（
壬
生
来
小
１
年
）
、
刀
川

と
も
よ
（
安
塚
小
２
年
）
、
鈴
木
亜
依

呈
生
来
小
３
年
）
、
落
合
彩
乃
（
羽
生

田
小
４
年
）
、
篠
原
香
織
（
藤
井
小
５

年
）
、
岡
部
雅
人
（
羽
生
田
小
６
年
）

青
柳
篤
貴
（
南
犬
飼
中
１
年
）
、
早
乙

女
修
代
（
壬
生
中
３
年
）

※
大
会
の
壇
上
で
発
表
さ
れ
た
最
優

秀
賞
の
作
文
２
編
は
、
８
・
９
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
ま
す
。



１
日

　一一一一
ｙ

一
　
平
成
９
年
に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
運
転
免
許
証
の
有

一
助
期
限
が
満
了
す
る
日
の
年
齢
が
こ
威
以
上
の
方
は
、
運
転
免

加
圧
を
更
新
す
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
講
習
は
、
1
0
月
―
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
９
年
中
に
7
5
歳
以
上
の
運
転
者

が
起
こ
し
た
交
通
事
故
は
、
約
９
。
４

０
０
件
で
、
平
成
元
年
に
比
べ
る
と
約

３
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
９
年
中
の
運
転
免
許
人

ロ
ー
万
人
当
た
り
の
死
亡
事
故
件
数
を

み
る
と
、
7
5
歳
以
上
の
運
転
者
が
起
こ

し
た
も
の
は
２
・
８
伴
で
、
3
0
歳
か
ら

免許人目1万人当たりの年齢層別死亡事故件数

5
9
歳
の
運
転
者
が
起
こ
し
た
Ｏ
・
８
件

に
比
べ
て
約
３
・
５
倍
に
な
っ
て
い
ま

す
（
左
図
参
照
）
。
原
因
は
高
齢
者
の

方
が
身
体
的
機
能
に
応
じ
た
運
転
を
し

て
い
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
身
体
的
機
能
の
状
態
に
応
じ
た

運
転
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢

者
講
習
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

(平成９年中)
牛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＸＩタＳ　●ｌ
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斜
づ
　
灘
群
者
諸
蒼
ご
の
一
唐
蒼
賛

◆
運
転
免
許
証
の
更
新
期
間
が
満
了
す

る
目
に
お
け
る
年
齢
が
7
5
歳
以
上
の

人
が
対
象
で
す
。
運
転
免
許
証
の
有

効
期
間
の
満
丁
目
の
約
２
か
月
前
に
、

栃
木
県
公
安
委
員
会
か
ら
通
知
書
が

適
性
検
査
器
材
を
使
っ
て
検
査
を
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の

身
体
的
機
能
の
状
況
に
応
じ
た
安
全

な
運
転
の
指
導
が
得
ら
れ
ま
す
。

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
高
齢
者
講
習
は
　
　
◆
講
習
時
間
は
、
三
時
間
で
す
。

運
転
免
許
証
の
更
新
を
受
け
る
場
合

に
、
あ
ら
か
じ
め
受
講
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
高
齢
者
講
習
で
は
、
コ
ー
ス
ま
た
は

道
路
で
自
動
車
の
運
転
を
し
、
運
転

ドダ
◆
講
義
の
講
習
用
教
材
は
、
教
本
や
視

聴
覚
教
材
な
ど
を
用
い
ま
す
。
ビ
デ

オ
や
映
画
で
加
齢
に
伴
う
身
体
的
機

能
の
低
下
事
例
を
紹
介
し
、
安
全
運

転
、
運
転
特
性
な
ど
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
。

Ｏ
Ｈ
Ｐ
、
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
な
ど
を
活

用
し
、
高
齢
運
転
者
の
典
型
的
な
事

故
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
う
え

で
、
事
故
原
因
と
な
る
危
険
行
為
な

ど
の
回
避
方
法
を
示
し
ま
す
。

◆
通
常
の
運
転
免
許
更
新
手
数
料
の

２
。
２
０
０
円
と
は
別
に
、
高
齢
者

講
習
の
手
数
料
と
し
て
６
。
３
０
０

円
が
必
要
で
す
。
（
一
時
間
に
つ
き

２
。
１
０
０
円
）

◆
講
習
を
終
了
し
た
人
に
は
、
「
高
齢

者
講
習
終
了
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
運
転
免
許
証
を
更
新
す
る
と

き
に
必
要
で
す
の
で
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
運
転
免
許
証
の
更
新
は
、

従
来
ど
お
り
有
効
期
間
の
満
了
す
る

一
か
月
前
か
ら
で
す
。
7
4
歳
以
下
が

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
更
新
時
講

習
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

◆
高
齢
者
講
習
の
制
度
は
、
平
成
1
0
年

1
2
月
１
日
以
降
に
運
転
免
許
証
の
有

効
期
間
の
満
丁
目
を
迎
え
る
7
5
歳
以

上
の
人
か
ら
、
適
用
に
な
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
講
習
は
、
県
公
安
委
員
会
指

定
の
自
動
車
学
校
等
で
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
交
番
、
警
察

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７



　
交
通
安
全
作
文
で
最
優
秀
賞
に
な
り
、
交
通
安
全
町
民
大
会
で

発
表
さ
れ
た
舘
野
仁
美
さ
ん
（
羽
生
田
小
学
校
４
年
）
の
「
交
通
事

故
ゼ
ロ
に
な
っ
て
」
と
稲
毛
田
美
歩
さ
ん
（
南
犬
飼
中
学
校
１
年
）

の
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
」
を
紹
介
し
ま
す
。

羽生田小学校4年
　　　　　館野仁美

　
私
の
お
母
さ
ん
と
ち
ひ
ろ
お
ね
え
ち

ゃ
ん
は
、
一
年
半
前
に
、
事
故
に
あ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
が
お
ふ
ろ
か
ら

出
て
ね
よ
う
と
し
た
時
に
、
電
話
の
ベ

ル
が
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
事
故
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
。
家
の
近
く
の
電
柱

に
ぶ
っ
か
っ
た
と
い
う
の
で
、
私
も
び

っ
く
り
し
て
行
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
け
い
さ
っ
の
人
や
レ
ス
キ
ュ
ー

た
い
の
人
や
近
所
の
人
た
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
私
は
と
て
も
こ
わ
く
な
り

ま
し
た
。
あ
ん
な
に
か
た
い
自
動
車
が
、

電
柱
に
す
い
こ
ま
れ
た
よ
う
に
グ
ニ
ャ

ツ
と
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
運
て
ん
席
の

前
の
ガ
ラ
ス
は
、
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

て
ぜ
ん
ぜ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ひ
ろ
お

ね
え
ち
ゃ
ん
は
自
分
で
出
て
、
助
け
を

よ
び
に
行
っ
た
け
れ
ど
、
気
持
ち
が
悪

そ
う
で
、
き
ゅ
う
急
車
に
乗
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、
ま
だ
車
の
中

か
ら
出
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
お
母
さ
ん
、
死
な
な
い
で
。
だ
れ
か
早

く
お
母
さ
ん
を
、
助
け
て
。
」

　
私
は
、
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
え
て
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
し
が
み
つ
き
ま
し
た
。
レ

ス
キ
ュ
ー
た
い
の
人
た
ち
が
、
大
き
な

ペ
ン
チ
み
た
い
の
を
使
っ
て
、
つ
ぶ
れ

て
い
る
車
を
こ
じ
あ
け
て
い
ま
し
た
。

私
は
心
の
中
で
、
い
っ
ぱ
い
お
母
さ
ん

を
は
げ
ま
し
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
は
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
か
ら
、

先
に
帰
っ
て
ね
て
い
な
さ
い
。
」
と
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
言
わ
れ
て
、
ゆ
み
こ
お

ね
え
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
家
に
帰
り

ま
し
た
。
私
の
手
を
ひ
っ
ぱ
る
ゆ
み
こ

お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
な
み
だ
が
、
ポ
タ
ポ

タ
と
、
私
の
手
に
落
ち
ま
し
た
。
　
次

の
日
、
お
父
さ
ん
か
ら
、
お
母
さ
ん
と

ち
ひ
ろ
お
ね
え
ち
ゃ
ん
が
入
院
し
た
と

聞
き
ま
し
た
。
ち
ひ
ろ
お
ね
え
ち
ゃ
ん

は
、
す
ぐ
退
院
で
き
た
け
ど
、
お
母
さ

-

ん
は
、
た
く
さ
ん
け
が
を
し
て
い
る
の

で
、
し
ば
ら
く
入
院
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
仁
美
、
ご
め
ん
ね
。
さ
び
し
い
思
い
さ

せ
て
。
」
と
お
母
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。

私
は
、
面
会
に
行
く
た
び
に
、

「
早
く
退
院
し
て
ね
。
」

と
、
は
げ
ま
し
ま
し
た
。

　
足
に
ギ
ブ
ス
を
し
て
、
お
母
さ
ん
が

外
は
く
し
て
き
ま
し
た
。
た
っ
た
一
日

の
外
は
く
で
も
、
私
は
う
れ
し
く
て
、

お
母
さ
ん
の
そ
ば
を
は
な
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
母
さ
ん

の
足
も
す
っ
か
り
よ
く
な
っ
て
、
ま
つ

ば
づ
え
も
い
ら
な
く
な
っ
て
、
退
院
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ

し
か
っ
か
で
す
。

　
事
故
は
、
い
や
で
す
。
（
ぜ
っ
た
い
に

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
づ
と
思
い
ま
し
た
。

も
し
私
が
、
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
今
度

は
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
泣
く
で

し
ょ
う
。
私
み
た
い
に
さ
び
し
い
思
い

を
す
る
で
し
ょ
う
。

　
お
母
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
の
ぶ
っ
か
っ
た
相
手
が
電
柱

で
よ
か
っ
た
よ
。
車
と
で
も
ぶ
つ
か
っ

た
ら
、
相
手
の
人
も
ケ
ガ
を
す
る
し
、

そ
の
人
の
家
族
も
、
仁
美
み
た
い
に
悲

し
い
思
い
を
し
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い

も
の
ね
ご
と
。
丁
今
人
が
気
を
つ
け
て
。

　
交
通
事
故
が
お
き
な
い
よ
う
な
日
が

く
る
こ
と
を
ね
が
っ
て
い
ま
す
。

財産を

　
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
財
産
を
取
得

し
た
人
に
は
相
続
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
《
相
続
税
の
仕
組
み
》

　
相
続
税
は
、
取
得
し
た
「
正
味
の
遺

産
額
」
が
「
基
礎
控
除
額
」
を
超
え
る

場
合
に
、
そ
の
超
え
る
額
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。

①
基
礎
控
除
額

　
五
千
万
円
に
法
定
相
続
人
一
人
当
た

り
一
千
万
円
を
加
え
た
全
額

　
な
お
、
こ
の
場
合
の
法
定
相
続
人
に

は
、
相
続
を
放
棄
し
た
人
も
合
ま
れ
ま

す
が
、
養
子
に
つ
い
て
は
一
定
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

②
正
味
の
遺
産
額

　
正
味
の
遺
産
額
と
は
、
遺
産
総
額
か
ら

非
課
税
財
産
、
披
相
続
人
の
債
務
の
額
や

葬
式
費
用
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

③
非
課
税
財
産

　
墓
所
、
仏
壇
、
祭
具
や
心
身
障
害
者

共
済
制
度
に
茶
づ
く
受
給
権
、
保
険
金

や
死
亡
退
職
金
の
う
ち
一
定
の
金
額

は
、
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
遺
族
が
受
け
取
っ
た
香
典
は
、

相
続
財
産
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
）

こ
の
税
額
を
合
計
し
た
も
の
が
相
続
税

の
総
額
で
す
。

　
こ
の
相
続
税
の
総
額
を
、
各
相
続
人

や
受
道
者
が
実
際
に
取
得
し
た
正
味
の

道
産
額
に
応
じ
て
あ
ん
分
し
た
金
額

が
、
各
相
続
人
の
負
担
す
べ
き
相
続
税

額
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
税
率
は
、

1
0
％
か
ら
7
0
％
ま
で
の
超
過
累
進
税
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
《
相
続
税
の
申
告
と
納
税
》

　
平
成
８
年
１
月
１
日
以
降
に
相
続
が

あ
っ
た
場
合
の
申
告
書
の
提
出
期
限

は
、
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
1
0
か
月
以
内
、
申

告
書
は
、
被
相
続
人
の
住
所
地
を
所
轄

す
る
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
続
税
は
、
申
告
書
の
提
出
期
限
ま

で
に
金
銭
で
納
付
す
る
の
が
原
則
で
す

が
、
一
定
の
要
件
の
下
で
年
賦
で
納
付

す
る
延
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
相
続
財
産
の
評
価
の
方
法
や
相
続
税

の
計
算
、
農
地
等
を
相
続
し
た
場
合
の

納
税
猶
予
の
特
例
や
納
税
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
、
栃
木
税
務
署
（
�
2
2
‐
０

８
８
５
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

回函i回
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最
近
、
新
聞
を
見
て
い
る
と
、
毎
日

の
よ
う
に
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
目
に
つ

き
ま
す
。
歩
行
者
、
車
の
運
転
手
、
自

転
車
の
運
転
手
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
が
、

い
く
ら
気
を
つ
け
て
い
て
も
、
事
故
は

お
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
の
家
の
近

く
に
も
バ
イ
パ
ス
が
で
き
、
事
故
も
増

え
て
い
ま
す
。
事
故
と
い
う
も
の
は
、

決
し
て
良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
か
れ
た
人
も
、
ひ
い
た
人
も
、
一
生

苦
し
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
事
故
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に
、

ふ
だ
ん
、
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
事
に
気

を
つ
け
て
い
ま
す
か
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
る
、
左
右
を
確
認
す
る
な
ど
、
ご

く
身
近
な
事
で
も
、
私
達
に
出
来
る
こ

と
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
自
転
車
で
、
横
断
歩
道
を
渡

ら
な
か
っ
た
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

ら
な
か
っ
た
り
、
事
故
が
お
こ
り
や
す

い
事
ば
か
り
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
幼
椎
園
ぐ
ら

い
の
女
の
子
が
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た

ら
、
そ
の
子
の
目
の
前
を
歩
行
者
が
つ

っ
き
ろ
う
と
し
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

危
な
い
な
あ
と
思
っ
て
見
て
い
る
と
、

そ
の
子
は
歩
行
者
が
横
断
し
て
か
ら
、

左
右
を
確
認
し
、
手
を
挙
げ
て
道
路
を

横
断
し
て
行
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
姿

を
見
て
、
今
ま
で
交
通
ル
ー
ル
を
や
ぶ

っ
て
い
た
自
分
が
、
と
て
も
は
ず
か
し

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
、
私
は

毎
日
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
事
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
で
も
、
ま
だ
完
全
で
は

な
い
の
で
、
完
全
に
守
れ
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

　
し
か
し
、
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
る
人
に
く
ら
べ
て
、
ル
ー
ル
違
反

を
し
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

自
転
車
の
二
人
乗
り
を
す
る
人
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
人
、
飛
び
出
し

を
す
る
人
な
ど
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
そ
の
中
の
一
つ
は
、

き
っ
と
、
や
っ
た
事
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
軽
い
気
持
ち

で
や
っ
た
事
が
、
命
に
か
か
わ
る
大
事

故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
事
だ
っ
て
あ

る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
事
故
の
原

因
で
一
番
多
い
の
が
、
「
飛
び
出
し
」
な

ん
だ
そ
う
で
す
。
車
は
ど
う
せ
こ
な
い

か
ら
い
い
や
。
そ
ん
な
軽
い
気
持
ち
か

ら
、
人
の
命
は
、
簡
単
に
う
ば
わ
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。
も
し
、
自
分
か
飛
び

出
し
を
し
て
、
事
故
に
あ
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
事
故
に
ま
き
こ
ま
れ
た
人
に
ま

で
、
め
い
わ
く
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
毎
年
、
新
し
い
道
路
や
バ
イ
パ
ス
が

で
き
、
交
通
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。
事
故
を

減
ら
す
た
め
に
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん

と
守
っ
て
、
安
全
に
気
を
つ
け
た
い
で

す
。

　
私
は
今
ま
で
、
事
故
が
こ
わ
い
も
の

だ
と
い
う
事
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
け
ど
、
改
め
て
こ
の
作
文
を
害

い
て
、
自
分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、

ど
れ
だ
け
悪
い
事
か
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
ま
で
に
、
ル
ー
ル
違
反
を
し
た
事

の
あ
る
皆
さ
ん
、
こ
れ
を
機
会
に
、
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
を
、
も
う
二
茨
考
え

直
し
て
み
て
下
さ
い
。
一
人
一
人
の
心

が
け
で
、
事
故
は
充
分
、
防
げ
る
と
思

い
ま
す
。

　
栃
木
県
知
事
か
ら
９
月
2
2
日
付
で
、
平

成
1
0
年
度
地
価
調
査
基
準
地
の
標
準
価
格

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
薬
づ
い

て
、
県
知
事
が
７
月
―
日
を
基
準
日
と
し

て
調
査
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
価
格
が
民

間
の
土
地
取
引
の
目
安
と
な
り
、
公
共
事

業
の
用
地
取
得
の
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
閲
覧
希
望
の
方
は
、
町
総
務
部
企
画
財

政
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｏ
調
査
基
準
日

　
平
成
1
0
年
７
月
１
日

Ｏ
基
準
地
の
価
格

　
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
価
格

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

◇
表
町
１
９
２
８
番
地
２

　
　
〈
表
町
Ｈ
‐
4
6
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
n
L
n
‘
　
c
x
）
c
o
E

◇
落
合
一
丁
目
1
8
番
３
１

　
　
〈
落
合
１
‐
1
8
3
5
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
（
ｘ
）
　
　
ａ
‥
）
Ｏ
Ｏ
円

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

◇
壬
生
丁
字
六
美
１
１
７
毎
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
り
ａ
　
　
Γ
Ｄ
０
０
円

◇
緑
町
一
丁
目
１
０
２
２
毎
2
4

　
　
〈
緑
町
１
‐
４
‐
Ｈ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
(
ｘ
)
＾
　
Ｎ
ｃ
ｏ
Ｅ
Ｅ

芦
１
１
レ

◇
至
宝
三
丁
目
4
8
番
2
5
号

　
　
皇
宝
３
‐
４
‐
６
〉

７
３
’
１
０
０
円

◇
中
央
町
３
２
７
番
３

　
　
〈
中
央
町
２
1
5
〉

７
７
’
１
０
０
円

◇
本
丸
一
丁
目
３
２
６
３
番
2
3
外
１
筆

呆
丸
１
‐
８
‐
６
〉
　

６
９
　
０
０
０
円

◇
安
塚
学
宿
内
１
９
２
８
番
外
２
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
c
x
R
c
‘
　
c
x
）
o
o
E

　
瀧
溜
Ｉ
レ

◇
づ
匹
に

２
　

１
づ

７
　

１
づ
２
２
番
１
７
０

　
　
　
　
　
　
　
１
３
８
　
　
０
０
０
円

◇
中
央
町
１
３
０
４
番
２

　
〈
中
央
町
６
‐
4
6
に

１
５
’
０
０
０
円

　
厦
１
１
レ

◇
壬
生
乙
学
吾
妻
原
３
５
４
９
番
１

　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙
ｒ
Ｄ
。
７
０
０
円

　
蜃
浬
漕
１
二

◇
羽
生
田
字
前
川
原
２
３
４
６
番
４
外
―
筆

◇
国
谷
学
前
畑
１
９
７
　

１
パ
い
い
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
１
［
Ｄ
？
　
７
０
０
円

◇
下
稲
薬
学
釜
ケ
両
6
4
番
１
外
２
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
ち
　
ｒ
Ｄ
０
０
円

９
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町
で
は
、
農
業
・
農
村
の
持
つ
美
し
い
自
然
や
景
観
、
貴
重
な
伝
統
文
化

を
生
か
し
て
、
だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
を
創
造
す
る
た

め
、
地
域
の
主
体
性
と
創
意
工
夫
を
基
本
と
し
た
個
性
あ
る
む
ら
づ
く
り
運

動
「
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
最
近
行
わ
れ
た
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

匯
＃
1
~
2

‘
i
s‘
s
'
6

'
M
1
2
4
￥

　
伝
統
文
化
の
伝
承
と
地
域
の
活
性
化

を
図
る
藤
井
む
ら
づ
く
り
か
ん
ぴ
ょ
う

踊
り
大
会
実
行
委
員
会
（
長
　
博
会
長
）

主
催
の
「
藤
井
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
大
会
」

が
９
月
５
日
、
藤
井
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
地
区
内
外
か
ら
大
ぜ
い

の
人
が
訪
れ
、
浴
衣
姿
や
揃
い
の
ハ
ッ

ピ
姿
の
人
な
ど
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
藤
井
小
学
校
５
・
６
年
生

に
よ
る
干
瓢
音
頭
の
お
囃
子
や
唄
が
披

露
さ
れ
、
伝
統
文
化
が
若
い
世
代
に
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ｔ
ヅ
ｈ
似
里
７
大
篆
ス
デ
董
八
堤

　
七
ツ
石
地
区
（
本
郷
・
桧
原
）
で
は

９
月
６
日
、
同
地
区
の
人
々
約
1
2
0
名

が
参
加
し
て
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広

場
で
「
七
ツ
石
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
心
地

豊
年

　
五

よ
い
汗
を
流
し
た
あ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
、
午
後
は
、
大
人
も
子
ど
も

も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
古
く
か
ら
伝

わ
る
「
大
杉
囃
子
」
の
演
奏
な
ど
を
行

な
い
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　穀帚
家豊り
内穣
安と
金
を

　
太
鼓
、
つ
づ
み
や
笛
な
ど
で
お
囃
子
　
　
続
い
て
い
る
伝
統
行
事
で
、
町
内
で
は

を
奏
で
な
が
ら
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
　
　
鰹
沼
に
だ
け
残
っ
て
い
る
行
事
で
す
。

全
を
祈
願
し
て
、
各
戸
を
回
る
鰹
沼
の
　
　
こ
の
日
は
、
全
戸
か
ら
氏
子
１
名
が
出

「
豊
年
祭
り
」
が
９
月
1
3
口
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
豊
年
祭
り
は
1
5
0
年
前
か
ら

て
、
磐
袋
綴
袋
神
社
を
氏
子
役
員
、
神

輿
を
先
頭
に
出
発
、
各
戸
で
一
行
を
出

迎
え
、
お
酒
や
煮
し
め
・
赤
飯
な
ど
を
、

10
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子
ど
も
た
ち
に
は
お
菓
子
が
振
る
舞
わ

れ
、
全
員
で
秋
の
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。

子どもたちに、
お菓子が振る舞われる

　
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
の
1
4
団
体
で
は
、

地
域
の
快
適
な
環
境
づ
く
り
、
う
る
お

い
と
や
す
ら
ぎ
を
実
感
で
き
る
農
村
づ

く
り
を
目
指
し
、
道
を
花
で
飾
る
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
各
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
の

会
員
が
作
成
し
た
花
壇
の
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
競
う
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の

審
査
が
行
わ
れ
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
や
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
の
会
長
な
ど

が
各
花
壇
を
見
て
ま
わ
り
、
葉
の
色
、
病

害
虫
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
総
合
的
に
評
価

し
、
順
位
が
決
定
し
ま
し
た
。

お
囃
子
を
奏
で
な
が
ら

各
戸
を
ま
わ
り
ま
す
。

１
位
四
ツ
葉
会
（
国
谷
）

ヽ 一 一

２
位
北
小
林
生
活
改
善
ク
ラ
ブ

　
渡
神
社
（
藤
井
）
の
大
祭
が
旧
暦
の

８
月
―
日
に
あ
た
る
９
月
2
1
日
行
わ

れ
、
祭
り
の
恒
例
行
事
「
こ
ど
も
相
撲

大
会
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
相
撲
大
会
に
は
、
藤
井
小
学
校
の
児

童
た
ち
が
参
加
、
小
さ
な
１
年
生
か
ら

大
人
顔
負
け
の
６
年
生
、
そ
し
て
女
の

子
も
出
場
し
、
境
内
に
設
け
ら
れ
た
土

俵
の
な
か
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
暴
れ
ま

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

３
位
あ
ざ
み
会
（
安
塚
）

11



助役に

助
役
退
任
に

　
　
　
あ
た
っ
て

福
島
勝
美

　
ま
も
な
く
2
0
世
紀
も
終
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
壬
生
町
に
と
っ
て
2
0

世
紀
の
幕
引
の
事
業
に
も
っ
と
も
ふ
さ

わ
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
、
国

内
最
大
の
花
と
緑
の
祭
典
「
第
1
7
囲
全

国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
」
が
、
西

暦
２
０
０
０
年
（
平
成
1
2
年
）
の
秋
に

本
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
壬
生
会
場
は
、
県
立
の
壬
生
総
合
公

　
第
５
回
定
例
議
会
【
９
月
７
日
～
Ｈ

且
に
お
い
て
、
神
永
　
柴
氏
が
助
役

選
任
の
同
意
を
受
け
、
９
月
Ｅ
】
日
、
助

役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
神
永
氏
は
、
宇
都
宮
大
学
農
学
部
を

卒
業
後
、
昭
和
3
7
年
か
ら
3
6
年
間
役
場

に
奉
職
。
そ
の
間
、
農
務
課
長
、
建
設

課
長
、
建
設
部
長
を
歴
任
、
平
成
７
年

４
月
か
ら
総
務
部
長
を
務
め
て
い
ま
し

た
。

未
来
へ
残
そ
う
栃
木
の
宝

　
　
　
　
　
並
木
杉
を
購
入

　
町
で
は
、
日
光
杉
並
木
の
保
護
を
図

る
た
め
、
県
が
行
っ
て
い
る
「
杉
並
木

オ
ー
ナ
ー
制
度
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

並
木
杉
１
木
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
日
光
杉
並
木
は
、
日
光
街
道
・
例
幣

使
街
道
・
会
津
西
街
道
の
三
街
道
（
総

園
と
し
て
整
備
中
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
フ
ェ
ア
会
場
と

比
較
し
て
も
、
ど
の
会
場
よ
り
も
立
派

な
会
場
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
さ
き
ご
ろ
、
町
の
実
行
委
員
会
も
発

足
い
た
し
ま
し
た
が
、
百
万
人
を
超
え

る
来
傷
者
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
平
成
２
年
９
月
1
5
日
か

ら
助
役
と
し
て
、
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
９
月
1
4
日
を
も
ち
ま
し

て
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
在
任
中
は
、
多
く
の
み
な
さ
ま
方
の

ご
指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
を

延
長
3
7
�
）
の
並
木
で
、
古
い
も
の
で

樹
齢
ｍ
年
を
越
え
る
杉
の
巨
木
が
１
万

３
千
本
も
続
き
、
国
の
特
別
史
跡
・
特

別
天
然
記
念
物
の
二
重
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
に
は
世
界
文
化

遺
産
登
録
が
申
請
さ
れ
る
な
ど
、
世
界

も
ち
ま
し
て
大
過
な
く
退
任
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
厚
情
に
、
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
み
な
さ
ま
方
の
ご
意
見

ご
要
望
を
も
と
に
議
会
で
議
決
を
さ
れ

た
第
四
次
総
合
振
興
計
画
に
従
っ
て
、
各

種
の
事
業
を
推
進
し
て
着
々
と
そ
の
成

果
が
現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
み
な
さ

ま
方
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
た

め
、
な
お
Ｉ
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

に
誇
る
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
自
動
車
の
通
行
量

の
増
大
や
杉
の
老
齢
化
に
よ
り
、
毎
年

多
く
の
杉
が
失
わ
れ
、
近
い
将
来
、
杉

並
本
の
景
観
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
危
機
的
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
杉
並
木
を
守

ろ
う
と
平
成
８
年
1
0
月
か
ら
「
日
光
杉

並
本
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

壬
生
町
で
購
入
し
た
並
木
杉

人
事
異
動

　
　
　
　
　
平
成
1
0
年
1
0
月
１
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
内
は
旧

《
部
長
級
》

▼
総
務
部
長
（
経
済
部
長
）
粂
川
睦
夫

▼
経
済
部
長
（
総
務
部
参
事
兼
総
務
諌

言
白
石
博
美
　
▼
建
設
部
長
俳
水
道

部
長
・
地
域
振
興
対
策
課
長
兼
任
（
建

設
部
長
併
水
道
部
長
）
植
竹
勝
美

《
課
長
級
》

せ
、
東
照
宮
か
ら
杉
の
寄
付
を
受
け
申

込
者
に
一
本
一
千
万
円
で
売
却
、
「
杉
の

オ
ー
ナ
ー
」
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
杉
の

売
却
代
金
を
保
護
基
金
で
運
用
、
運
用

益
で
弱
っ
た
杉
の
樹
勢
回
復
等
を
行

い
、
後
世
に
貴
重
な
文
化
遺
産
を
引
き

継
ご
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
現
在
ま
で
乍
、
こ
の
制
度
に
よ
り
二

百
本
以
上
の
杉
が
県
内
の
市
町
村
や
事

某
所
等
に
購
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
町
で
購
入
し

た
並
木
杉
は
、
今
市
市

に
あ
る
「
杉
並
木
公
園
」

内
の
宇
都
宮
寄
り
の
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

お
近
く
に
お
出
か
け
の

際
喘
是
非
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
部
総
務
課
長
（
総
務
部
企
画
財

政
課
長
）
渡
辺
長
二
　
▼
総
務
部
企
画

財
政
課
長
（
建
設
部
地
域
振
興
対
策
課

長
）
佐
藤
和
明

《
課
長
補
佐
撒
》

▼
民
生
部
住
民
課
長
補
佐
兼
稲
葉
出
張

所
長
（
総
務
部
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼

広
報
広
聴
係
長
）
榎
本
安
夫
　
▼
総
務

部
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係

長
兼
同
和
対
策
係
長
兼
情
報
管
理
係
長

（
総
務
部
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
同
和

対
策
係
長
兼
情
報
管
理
係
長
）
栗
原
隆
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こ
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」
、
や
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づ
か
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私
た
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の
保
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で
の
6
6
人
の

お
友
達
が
い
ま
す
。

　
保
育
圓
に
は
、
門
を
入
る
と
大
き
な
桜
の
木
が
あ
っ
て
、

春
に
は
み
ご
と
な
花
が
咲
き
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

　
保
育
園
で
は
、
み
ん
な
で
力
を
合
｀

菜
作
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
一

収
穫
の
喜
び
を
体
験
を
通
し
て
知
ら
１
１

種
協
の
お
花
見
、
城
址
公
園
、
お
も
七

動
物
園
な
ど
園
外
保
育
も
多
く
と
り
一

地
域
と
の
交
流
も
深
め
、
思
い
や
り
｛

団
生
活
で
の
ル
ー
ル
な
ど
を
教
え
あ
｛

っ
て
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
野

育
て
る
楽
し
さ
、

い
ま
す
。
ま
た
、

四
物
館
、
宇
都
宮

　
体
力
づ
く
り
や

に
わ
り
の
心
、
集

心
互
い
に
育
ち
あ

や
す
づ
か
保
育
園
職
員
一
同

先
生
紹
介

　
（
園
児
を
囲
む
よ

　
う
に
　
右
か
ら
）

生
尾
調
理
員

黒
埼
先
生

他
田
淳
子
先
生

池
田
弥
栄
子
先
生

寺
内
園
長

佐
藤
先
生

荒
川
先
生

渡
辺
先
生

清
水
用
務
員

神
長
先
生

狽協のお花見
｢ツァーキレイ円と歓声をあげて

桜ふぶきの中をお散歩。

こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
よ
。

今
日
の
お
や
つ
は
え
だ
ま
め
だ
。

プ
ー
ル
遊
び
も
楽
し
い
よ
。

浴衣姿もかわいいね。

壬生町名産　ふくべ細工
こんなに上手に作れました。

　　わが家の大事なおひなさま

13　とってもかわいいでしよ。

青活動

アルバム

」



-

W W

い広
ぶ
の
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
」
と
い
う
政
雄
さ
ん
・
ス
ミ
さ
ん

ま
り
の
お
孫
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
大
正
1
2
年
に
生
ま
れ
た
政
雄
さ
ん

「
内
孫
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
で

密達者　　ダ

　カッフル⑩

上　坪

　須藤

涙j

jj････ｹﾞ==

と：

政雄さん(75)

スミさん(ワ2)

壬生北小学校6年

　杉　田　美　香

夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
斜

ヨーロッパアルプスを滑降したい

六美可南部二
はぐら　しらべ羽音　志麗辺さん

　スキー、登山、釣りなどアウトドアの趣味が多い志麗辺

さん。海外ではカナダのスキー場で滑ったこともあり、い

つかヨーロッパアルプスを滑ってみたいと思っているそう

です。また、登山では北アルプスにも登ります。そのかめ

のマラソン、水泳などの体力作りを欠かさないという本格

派です。それから、最近インターネットを始めたというこ

とで、ゆくゆくはホームページを作ってみたいと、こちら

にも意欲を燃やしています。

肌
◎
⑩
昌

14
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新任外国語指導助手(ＡＬＴ)紹介

ふれあ

　ショーン･エスカフェリーさん

　　　　　　　　　　　　　　　（25歳･アメリカ）

　町の外国語指導助手（ＡＬＴ）として、２学期から、

主に町内の中学校で英語の指導をしているショーン・エ

スカフェリー（Shawn　Escoffery）さんは、アメリカ

のニュージャージー州出身で、同州のラッターガーズ大

学に在学中は政治学を専攻、その後マサチューセッツの

大学院に進み、都市計画を研究しました。

　スポーツは、バスケットボールとウェイトリフティン

グが得意で、高校時代はウェイトリフティングの選手で

した。

　好きな目本の食べ物は焼きそばで、歌手は「ＭＡＸ」

がお気に入りだということです。

　明るくユーモアあふれる指導で、生徒たちも楽しく英

語を学んでいます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

は
、
壬
生
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、

青
年
学
校
へ
進
み
ま
し
た
。

　
大
正
1
5
年
生
ま
れ
の
ス
ミ
さ
ん
は
、

石
橋
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
実

家
の
農
業
の
手
伝
い
と
、
和
裁
の
手
習

い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
戦
時
中
、
政
雄
さ
ん
は
満
州
（
現
在
の

中
国
泉
北
郡
）
へ
向
か
い
ま
し
た
。
昭

和
2
2
年
に
結
婚
し
た
お
二
人
は
以
来
、

今
も
現
役
で
農
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
過
去
に
、
自
治
会
長
を
経
験
し
た
事

も
あ
る
政
雄
さ
ん
は
現
在
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
長
の
ほ
か
、
藤
井
地
区
の
渡
神
社

の
氏
子
総
代
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
　
「
毎
日
農
作
業
を
し
て
い
る
の
で
、

趣
味
の
時
間
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
」
と
い
う
お
二
人
で
す
が
、
手
の

空
い
た
時
に
は
、
政
雄
さ
ん
は
読
書

と
花
づ
く
り
、
ス
ミ
さ
ん
は
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
年

２
回
の
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
旅
行
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
お
二
人
が
健
康
の
た
め
に
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
は
、
「
早
寝
早
起
き
、

そ
し
て
３
度
の
食
事
を
き
ち
ん
と
と

る
こ
と
」
で
す
。

チピッ子アルバム

康暉ちゃん（２歳７か月）

　　（父）田中　泉さん（至宝町南）

　　（母）ク　和子さん

お母さんから一言

　元気でたくましく成長してほしいです。

真
菜
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

　
（
父
）
斎
藤
　
昌
章
さ
ん
（
泉
下
台
）

　
（
母
）
　
ク
　
貞
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
マ
ナ
ー
い
つ
ま
で
も
そ
の
笑
顔
忘
れ
な
い

で
ネ
。
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車
椅
子
・
ヌ
ト
レ
ヅ
チ
ャ
ー
ー
折
威
ゐ

　
　
　
　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
‐
が
輝
行
一

　
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
が
通
院
や
入

退
院
、
転
院
な
ど
に
、
無
理
な
く
車
椅

子
な
ど
の
ま
ま
利
用
で
き
る
車
椅
子
や

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
搭
載
し
た
「
福
祉

タ
ク
シ
ー
・
ド
リ
ー
ム
号
」
が
、
９
月

７
日
か
ら
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
福
祉
社
会
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
一
環
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
み
ど
り
交
通
有
限
会
社
（
代
表
取

締
役
黒
田
征
昭
）
が
導
入
し
、
運
行

を
開
始
し
た
も
の
で
す
。

　
運
転
に
は
、
福
祉
施
設
や
消
防
署
な

ど
で
介
護
の
実
習
並
び
に
救
命
救
急
の

講
習
を
受
け
た
方
が
運
転
に
当
た
っ
て

車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ヤ
ー
で
利

用
で
き
る
福
祉
タ
ク
シ
ー

い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
町
が
発
行
し
て
い
る

「
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
の
利
用

言
額
に
つ
い
て
は
、
各
自
ご
負
担
願

い
ま
す
）
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
Ｅ
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
謳

呂
．
¨
“
．
一
一
・
公
″
｀
　
～
　
一
’
・

　
　
　
　
’
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
｀
Ｊ
’

　
　
　
ゲ
ー
ム
巻
一
レ
み
５
″
ら

　
　
　
　
　
　
　
必
一
憲
蛋
ｓ
ぶ

　
女
性
の
立
場
か
ら
の
交
通
安
全
を
進

め
て
い
る
壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ー
ク

ラ
ブ
（
人
見
イ
ハ
会
長
∇
王
催
の
、
楽

し
み
な
が
ら
交
通
安
全
を
学
ぶ
「
第
５

回
高
齢
者
交
通
安
全
の
つ
ど
い
」
が
９

月
2
2
日
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
に

お
い
て
、
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
１

５
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
ど
い
で
は
、
最
近
の
交
通
事
故
死

者
の
大
半
を
高
齢
者
が
占
め
て
い
る
の

を
受
け
て
、
栃
木
警
察
署
の
入
江
交
通

課
長
か
ら
「
自
転
車
に
乗
る
と
き
に
は

十
分
注
意
す
る
」
「
暗
く
な
っ
て
か
ら

の
外
出
に
は
、
反
射
材
や
明
る
く
目
立

つ
服
装
を
す
る
」
な
ど
の
交
通
事
故
防

止
対
策
の
具
体
例
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
話
の
後
、
壬
生
寺
保
育
園
の
園
児
も

参
加
し
、
歌
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
を

　
万
一
の
火
災
に
際
し
て
、
自
ら
の
力

で
消
火
に
努
め
、
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
初
期
消

火
の
体
験
と
消
火
器
取
り
扱
い
の
熟
知

し
た
り
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
員

と
交
通
安
全
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
を

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

町
婦
人
防
火

　
「
消
火
の
｀

火
競
技
大
会

ｗ
位
置
≒
よ
し
」

ぶ
ハ
完
了
≒
よ
し
」

を
図
る
、
町
、
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
　
　
査
さ
れ
ま
し
た
。

矢
畑
ト
シ
会
長
）
主
催
の
第
1
5
回
壬
　
　
　
成
　
績

生
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
消
火
競
技
大
会
　
　
優
　
勝

が
９
月
1
4
日
、
町
総
合
運
動
場
で
行
わ
　
　
　
指
　
山
田
キ
ク
エ
・
消
　
大
畑
ト
シ

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
優
勝

　
大
会
に
は
、
指
揮
者
と
消
大
昔
が
２
　
　
　
指
　
高
山
啓
子
・
消
　
古
葉
悦
子

名
１
組
と
な
り
、
1
5
組
が
出
場
、
指
揮
　
　
３
‘
　
位

者
は
号
令
、
態
度
、
消
火
位
置
の
指
定
　
　
　
指
　
大
粟
良
子
・
消
　
大
藤
と
し
子

な
ど
、
ま
た
、
消
大
昔
は
消
火
器
取
り
　
　
な
お
、
上
位
３
組
は
、
1
0
月
２
日
に
行

扱
い
の
基
本
操
作
、
消
火
方
法
、
距
離
　
　
わ
れ
た
石
橋
地
区
消
火
競
技
大
会
に
出

及
び
粉
末
の
か
け
方
な
ど
が
厳
し
く
審
　
　
場
し
ま
し
た
。

自
彊
（
閤
唐
脳

　
　
一
レ
い
″
日
毛
満
ご
ず

　
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
町
主
催
の

「
敬
老
の
つ
ど
い
」
が
９
月
2
5
日
、
壬

生
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
つ
ど
い
に
は
、
7
5
歳
以
上
の
方
が
招

待
さ
れ
、
式
典
と
演
芸
が
行
わ
れ
、
式

典
で
は
、
清
水
町
長
よ
り
「
本
町
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
平
成
1
2
年
に
開
か
れ
る
全

国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
を
健
康
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
、
続
い
て
、
松
井
町
議
会
議
長
な
ど

の
祝
辞
の
後
、
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
の
高
間
信
義
さ
ん
よ
り
感
謝
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、
昼
食
を
は
さ
み
な
が
ら

歌
謡
浪
曲
や
落
語
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

の
演
芸
を
満
喫
し
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。
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壬
生
町
小
・
中
学
較
立
日
系
祭
ぶ

　
９
月
４
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
で
壬
生
町
小
・
中
学
校
音
楽
祭
が

行
わ
れ
、
町
内
1
0
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
が
、
こ
の
日
に
向
け
て
練
習

を
重
ね
て
き
た
合
唱
や
合
奏
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
唱
歌
「
箱
根
ハ
里
」
の
作
詞
者
で
あ

る
、
鳥
居
　
詫
翁
に
ち
な
ん
で
設
け
ら

れ
た
鳥
居
　
詫
賞
が
、
合
唱
の
部
は
壬

生
北
小
学
校
、
合
奏
の
都
は
壬
生
中
学

校
に
贈
ら
れ
、
ご
子
孫
の
鳥
居
誠
一

郎
・
恭
子
ご
夫
妻
（
東
京
都
在
住
）
よ

り
、
記
念
杯
と
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
中
学
校
は
９
月
2
8
日
、
小
学

校
は
1
0
月
―
日
に
行
わ
れ
た
郡
大
会
出

場
の
結
果
、
合
唱
で
は
壬
生
来
小
、
壬

生
中
、
南
犬
飼
中
、
合
奏
で
は
羽
生
田

小
、
稲
葉
小
、
藤
井
小
、
南
犬
飼
中
が

県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

一

　　10月1翔・

　1旺に茨城県

　で開かれる

　｢ゆうあいピ

　ック茨城大会｣

　(第７回全国

　知的障害者ス

　ポーツ大会)

　に本町から

　鈴木一男さん

(フライングディ

選
手
・
コ
ー
チ
の
方
々

(陸上100m ・ 200m)、大庭義弘さん・市井正也さん

スク競技)が、栃木県代表として出場します。

　全国ゆうあいピック大会は、知的障害者のスポーツの一層の発展を

はかるとともに、知的障害者の自立と社会参加のために毎年開催され

ている大会です。３名の選手の皆さん、がんばってください。

⑤⑤
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

暑
中
見
舞
異
状
気
象
に
出
し
そ
び
れ

買
い
し
葉
書
の
数
多
の
こ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
節
子

日
暮
前
に
ど
こ
か
で
Ｉ
雨
降
っ
た
ら
し

♀厨
に
涼
し
き
風
吹
き
ぬ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
富
代

梅
の
水
に
雀
の
ひ
な
が
鳴
き
居
る
を

狙
う
黒
猫
追
い
は
ら
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
　
　
ノ
リ

「
四
時
半
に
新
栃
水
駅
に
着
く
か
ら
ね
」

む
か
い
頼
む
と
小
二
の
孫
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

　
　
　
　
俳
　
　
句

自
裁
や
ひ
た
す
ら
咲
き
て
病
癒
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

鰯
雲
身
ご
も
る
妻
の
お
お
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

ま
ず
炊
い
て
か
ら
新
米
の
礼
を
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
昭
夫

ま
ず
ま
ず
と
稲
穂
手
に
と
る
重
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

宍
｛
・
・

・ ｝
「
一

９ ９９

｀ ’
・
Ｊ
‘

」・
づ
Ｉ
五
い

’ Ｗ
六
大
奇
士
づ

ブ
ル
マ
↓
∇
犬
｛
宍
1
1
1
1
｛
、
｛
万
言
六
大
・
Ｊ
↓
四

　
社
会
福
祉
法
人
栃
の
本
会
（
関
　
裕
　
　
バ
ン
ド
の
演
奏
で
始
ま
り
、
五
段
囃
子

子
理
事
長
）
が
、
地
域
の
人
々
と
の
交
　
　
や
お
み
こ
し
、
鬼
怒
川
ウ
エ
ス
タ
ン
村

流
の
一
環
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
「
栃
　
　
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ウ
エ
ス
タ
ン
シ
ョ

の
本
会
感
謝
祭
」
が
９
月
1
2
日
、
濁
協
　
　
Ｉ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
、
最
後
は
参
加
者

医
科
大
学
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
　
　
が
集
ま
っ
て
の
盆
踊
り
で
幕
を
閉
じ
ま

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
祭
り
は
、
国
谷
幼
稚
園
マ
ー
チ
ン
グ
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壬生町

壬生町教育委員会

問合せ先

町総務部企画財政課

�８２－ １ ２ ３ ４ 内線２ １ １

１１月２日以降８１-１ ８ １ ３

　人権に関する問題は、いじめや障害者問題、プライ

バシーの侵害や同和問題などさまざまです。これらの

問題を他人事にせず、明るい町づくりを目指し、“人権

の集い”を次のように開催します。

　また、８月の人権啓発強調月間に募集しました、人

権啓発ポスター並びに作文の人貧者の表彰も併せて行

います。

◇［1　時　11月27目（全）

　　　　　刊支１時30分から午後３時15分

◇会　場　壬生中央公民館中ホール

◇内　容　＊表形式（午後１時35分づ

　　　　　　　・平成10年度人権啓発ポスター入賞者

　　　　　　　・平成10年度人権啓発作文入賞者

　　　　　＊作文発表（午後１時45分づ

　　　　　　　・「人権啓発作文」

　　　　　　　　　　最優秀賞受貧者朗読発表

　　　　　＊講　演（午後２時づ

　　　　　　　演　題　『愛と勇気と決断と』

　　　　　　　講　師　とちぎ民俗文化研究所所長

　　　　　　　　　　　　　　　　尾　島　利　雄　氏

※入場は、無料です。

　多数の皆さんのご参加をお願いします。

全
７
万
２
千
５
５
７
円
②

　
日
本
歌
謡
師
範
連
盟
栃
本
県
支
部
様

金
２
千
６
０
円
①
　
　
田
辺
　
要
　
様

－
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
－
―
―
―
－
－
－
－
－
－
―
－
－
－
―
Ｉ
Ｉ
１
－
１
－
１
１
－
－
―
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

　
　
　
気
功
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
会
様

金
８
子
６
４
０
円
⑥

　
　
　
稲
葉
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
今
様

金
４
子
２
２
２
円
⑩

　
　
　
　
ａ
ｍ
．
ｐ
ｍ
壬
生
本
丸
店
様

企
５
万
円
①

　
壬
生
町
建
設
業
協
同
組
合
建
友
会
様

金
１
万
円
①
　
小
林
神
社
氏
子
一
同
様

　まちのうごき

10月１日現在

総人口………4〔〕,0.49人………（　24）

二男………ぐ…………191,762人……11::（::1:81

＼女上20,287人（　6）

世帯数　12,814世帯（23）

　　　　（　）内は前月比

全
５
万
円
①

金
５
千
円
⑩

|ﾂ1　，11
☆［1　時　１月16日け］＊開場：午後６時

　　　　　　　　　　　　＊開演：午後６時30分

☆会　場　壬生中央公民館犬ホ犬ﾚ（城址公園ホ犬ﾚ）

☆入場料　５､０００円（全指定席）

　※入場券は、11月26目（木）より、壬生中央公民館、

　　稲葉・南犬飼出張所、回壬生町施設振興公社事務所

　　　（総合公園内）で取り振います。

☆主　　征討壬生町施設振興公社

☆後　　援　壬生町教育委員会

☆問合せ先　壬生中央公民館�８２－ ０１０８

･----------------‾‾･

全　　･突１１

１　　　石丁１

ご　付
　
（
社
会
福
祉
協
議
言

言
数
字
は
寄
付
回
燕

　
　
　
渡
辺
岩
五
郎
様

　
　
　
三
橋
　
雪
枝
様

納大納　　●●
付変期　　国国
liづ』　　早昼

しふ際　　金庫昂列記諾

づF納藤豆税

　゜付11石谷

　早則2）　期　め　□　３　　　－
　にが旦

１１

月

《乃

納

税

等

年
５
月
1
4
日
生
ま
れ
）
が
、
1
0
月
１
目

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
享
年
１
０
２
歳
）

受
入
れ
・
問
合
せ
先

栃
木
県
共
同
募
金
会
壬
生
町
分
会

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
�
８
２
－
７
８
９
（
リ

和
貝
ハ
ナ
さ
ん
（
中
表
町
・
明
治
2
9
　
　
れ
て
い
ま
す
゜

お
く
や
み

　
　
　
　
　
1
0
月
１
日
～
1
2
月
3
1
日

　
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ

る
方
々
に
対
す
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
、

障
害
者
の
作
業
所
や
施
設
な
ど
の
機
器

購
入
に
、
お
寄
せ
い
た
だ
く
寄
付
金
は

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
役
立
て
ら

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　
に
ご
協
力
を

主　催
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